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　新型コロナウイルス感染症対策を社会全体で徹底していく中、子どもたちは普段と違う生活に落ち着かず、身近
な大人の助けを必要としています。そんな子どもたちの心に寄り添うためのポイントについて、子どもの心のケアに
詳しい精神科医・明橋大二先生からのアドバイスを紹介します。

昭和６０年京都大学医学部卒
業。平成 6 年から真生会富山
病院心療内科部長に着任。専
門は精神病理学、児童思春期
精神医療。著書は「子育てハッ
ピーアドバイス」など多数

精神科医 
明橋 大二医師

-profile-

1　甘えてきたらできるだけ受け入れましょう
　ストレスや不安のある時、子どもは親に甘えた
り、わがままを言ったり、攻撃的になったりするこ
とがあります。そんなときは、できる範囲で受け
入れましょう。また、心配ごとを率直に話し合うこ
とで、子どもは落ち着くことがあります。

2　普段の生活に新しい日課をプラスしましょう
　子どもが家でずっと過ごさなければならない
ときには、一日の日課に学習と楽しめる活動を加
えましょう。また、家族を含め、なるべく人と接す
る時間を持つようにしましょう。

3　不安を表現できる方法を見つけましょう
　遊びやお絵描きなど、子ど
もが不安や恐怖を表現する
方法を見つけてあげましょう。
自分の気持ちを表現するこ
とで、子どもは安心します。

厚生労働省
ホームページは

こちら

子どもの心のケア 4つのポイント

アドバイスをいただいた先生

4　接する情報は最小限にしましょう
　子どもは、テレビやネットなどで繰り返しネガテ
ィブなニュースを見たり聞いたりすると、必要以
上に不安や恐怖を感じることがあります。情報は、
一日に一度か二度、厚生労働
省など信頼できる情報源から
得るようにしてください。それ
でも子どもが怖がるときには、
そのようなニュースはなるべく
見せないようにしましょう。

「新しい生活様式」を取り入れましょう
　政府の専門家会議において、
新型コロナウイルス感染症の広
がりを長期的に防ぐための「新し
い生活様式」の具体例が示されま
した。
　一人ひとりが自身の行動を見
直し、「新しい生活様式」を取り入
れた生活を心掛けましょう。
　詳しいことは、今号の折込をご
覧ください。

人との間隔はできるだけ
2㍍空ける

会話は、可能な限り
真正面を避けるこまめに換気するジョギングは少人数で

外出時は症状がなくても
マスクを着用

公共交通機関の利用は、
混んでいる時間帯を避ける

普段と違う生活の中で必要な子どもの心のケア

主な具体例

最新情報は市ホームページで
感染症に関する最新の情報を掲載しています。
◯保健センター  89－0610　（FAX）89－5960
◯新型コロナウイルス感染症に関する問合せ

豊川保健所（一般相談窓口）
86－3188　（FAX）89－6758

一人ひとりができる新型コロナウイルス感染症対策

　新型コロナウイルス感染症のまん延を防止す
るためには、一人ひとりが感染症予防対策をとる
ことが重要です。ここでは、市民の皆さんに知っ
ていただきたい情報をお届けします。


